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ICTで変
交通の面で課題をかかえる離島の医療について,離島の多い長崎県を事例に考えてみましょう。

長崎県のドクターヘリ救急治擦用の機器などを装備したへりコプ
ターに医師や看護師が乗りこみ,患者のもとに急行します。
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多くの離島がある長崎県

長崎県は,佐賀県と接している北東部以外は,全
とうごつし* いき

て海に面しており,対馬,壱岐,王島列島など,

600近い島があり,そのうちの70余りの島に人々が

薯らしています。長崎県では,島と島,島と九州本

士との間の移動手段として,昔から海上交通が重要

な役割を果たしてきました。しかし,人口が減って

定期船の利用者が減少したことで,便数が減ったり,

廃止されたりしています。本士からはなれた離島で

は,医師の数力坏足しており,離島で暮らす人々に.
かんきょう

とって,医療を受ける環境が大きな課題になってい

ました。

離島の医療を変えたドクターヘリ

こうしたなか.長崎県では2006(平成18)年から,
きんき0う

緊急時に医師や看護師がへりコプターに乗ってかけ巧
さきが

つける「ドクターへり」の運用を,全国に先駆けて開
かんようせい

始しました。離島や山問部からの救急要請での,患
U0 捻んモう

者の病院への搬送にかかる時間を短くしただけでな
与"'う

<,かけっけた医師がその場で救急治擦ができるよ
」ういし'うー

うになり,救命率の向上や後遺症の減少に大きく貢
けん

献しています。

ICTを生かした新たな医療の可能性

長崎県では,1CT(情報通信技術)を生かした医療

の取り組みも進められています。長崎県の多くの医

療機関では,2004年から電子カルテが導入され,離苫

島にいる患者と,本士の病院にいる医師とをインタ
し',1

ーネットでっなぎ,はなれた場所で診療が受けられ
るようになりました。過疎化や高齢化,医師の不足

たんさ

が課題の離島では,こうしたICTを生かした最先端
ふき.

の医療の普及が進められています。今後は,自宅で

医師の診索が受けられる在宅医療にもICTを活用す
ることで,交通の面での課題をかかえる離島での医

療の改善にもつながることが期待されています。
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ICTの活用で,離島の医療環境がどぅ変わったか

本土との結び付きの観点から説明しましょう。

r
このような大きな橋ができた

ことで,暮らしはどのように

変わったのだろう。

タプレット端耒を利用した診擦医師と患各との間をインターネッ
しん型ん

トでつなぎ,診断や診療を行います。
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本州と四国の間にある瀬戸内海には古代より東

西方向の航路が整備され,人や物の移動を支えて

きました今では島々の間に橋がかけられ,本州

と四国は3本の道で結ぱれています

また,情報通信網が整備され,籬島の学校に通

う生徒が,通信機器を利用して島からはなれた学

校の生徒といっしょに授業を受けられるようにな

るなど,新たな交流も生まれています

中国.四国地方の人々の暮らしや産業は,交通・

通信の影響を受けてどのように変化しているので

しょうか

長崎県の跳島は,どのような交通網によって九州本

士と結び付いているか,から読み取りましょう。

散合尖糟手前が岡U
奥が香川県最白市です。
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91CT(情報通信嬉術)を活用した離島の
遠粛授業(島根県高主断 2017年)

0
佐

馬
市


